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研究要旨   

食品衛生法の陶磁器、ガラス、ホウロウ引きの器具若しくは容器包装又はこれらの原  

材料の材質別規格は1986年に制定された。これらの規格は国際標準化機構（ISO）の当時  

の規格をもとに検討されたものである。しかし、陶磁器、ガラス、ホウロウ引き製品に  

かかわるTSO規格は1998～2000年に相次いで改正されたり新規に設定された。そのた  

め、食品衛生法におけるガラス、陶磁器及びホタロク引き製品の規格について検討を行  

う必要があると考えられた。そこで、今年度は下記の3種類のISO規格を取り寄せ、その  

詳細について調査を行った。なおISOの各規格は、Partlに試料の採取法、試験方法、  

定量法、バリデーション、試験報告書の記載法などの試験法が、Part2に各製品区分毎  

の鉛及びカドミウムの溶出限度値と判定法が記載されている。  

ISO4531「ホウロウ一食晶と接触するホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶出j  

（1998年）は、飲食物の調理、配膳、貯蔵などに使用するまたはその可能性のあるホウロ  

ウ製器具に適用される。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度値は、非煮沸浅型  

（25mm以下）でそれぞれ0．8mg／dm2及び0．07mg／dm2、探型（25mm以上、3L未満）で0．8  

mg／L及び0．07mg／L、煮沸浅型（25mm以下）で0．1mg／dm2及び0．05mg／dmZ、深型（25mrD  

以上、3L未満）で0．4mg／L及び0∴07mg／L、タンク及び容器（3L以上）で0．1mg／dm2及  

び0．05mg／dm2である。また、飲み口については製品あたり鉛2．O mg及びカドミウム  

0．20mgを別途定めている。  

ISO6486l‾食品と接触する陶磁器製品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器一鉛  

及びカドミウムの溶出」（1999年）は、飲食物の調理、配膳、貯蔵などに使用される陶磁  

器製品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器に適用される。これらの製品の鉛及び  

カドミウムの溶出限度値は、琵型容器（25mrn以下）で0．8rng／dm2及び0．07mg／dm2、探型  

容器（1．1L未満）で曳mg／L及び0．5㌫g／L、1．1L以上で1rDg／L及び0．25mg／L、探型貯  

蔵容器でO．5zng／L及び0．25mg／L、カップ及びマグで0．5mg／L及び0．25mg／L、調理  

用具で0．5Ⅱしg／L及び0．05mg／Lである。  

ISO7086「食品と接触するガラス製中空容器一鉛及びカドミウムの溶出」（2000年）  

は、飲食物の準備、調理、配膳、貯蔵のために使用されるガラス製中空容器（深さ25  

mm以上）に適用される。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度値は、ノト容器（600  

ml未満）1，5mg／L及び0．5mg／L、大容器（6qO ml以上3L未満〉で0．75mg／L及び0．25  
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ロg／L、貯蔵容器（3L以上）で0．・5mg／L及び0．25喝／Lである。   

このように、鉛及びカドミウムの溶出限度値は以前に比べて引き下げられたが、なか  

でもホウ白ウ引き製品は低い限度値が設定されている。 一方、陶磁器とガラス製晶は比  

較的近似しており、材質による差がみられた。また、製品の区分方法、試験法、測定値  

の判定法などにおいても、規格毎に相違がみられた。   

今後、これらのISO規格の設定根拠について調査を行うと 
陶磁器及びホウロウ引き製品の実態についても調査を行い、これらの製品の安全性を確  

保するために適当な規格値と試験法について検討を行う必要がある。  

研究協力者   

小川晋永   

山田守之   

荻野剛弘   

松島安男   

安井草二   

佐藤軍司  

はこれらの原材料の材質別規格について、そ  

の制定の経緯等を調べるとともに、ISO4531  

ホウロウ引き製品からの鉛及びカドミウムの  

溶出、ISO6486陶磁器製品及びガラス製食  

器からの鉛及びカドミウムの溶出、ISO7086  

ガラス製中空食器からの鉛及びカドミウムの  

溶出の3種類の規格を入手し、全訳を行い、  

その内容をまとめた。  

社）日本硝子製品工業会  

日本硝子食器工業会  

日本陶磁器連盟  

日本陶碇器工業協同組合連合会  

日本陶磁器産業振興協会  

日本陶磁器卸商業協同組合連合  

A  
フ言  

大野登美戒社）日本珪榔工業会  

六鹿元雄 国立医薬品食品衛生研究所  C．研究結果及び考察  

1．食品衛生法における規格基準制定の経緯   

我が国の陶磁器製又はホウロウ引きの器具  

又は容器包装に関する衛生規制は、明治33年  

12月7日内務省令第50号により制定された  

「飲食物用器具取締規則」におけるヒ素と鉛  

の溶出規制に始まる。その後、昭和11年に試  

験法が定められ、また数度にわたり若干の修  

正が行われたが、基本的には同じ内容で昭和  

61年まで続いた。規格の内容は、4％酢酸を  

用いて、非煮沸用は室温10分間、煮沸用は煮  

沸10分間の溶出を行い、鉛はクロム酸鉛の生  

成、ヒ素は塩化スズによる呈色により判定し  

た。   

一方、ガラス製器具又は容器包装に関する  

規格は、′昭和48年6月22日厚生省告示第178号  

により、溶出する鉛、ヒ素及びアルカリにつ  

いて制定された。鉛及びヒ素は4％酢酸、ア  

A．研究目的   

食品衛生捷の陶磁器、ガラス、ホタロウ引  

きの器具若しくは容器包装又はこれらの原材  

料の材質別規格は1986年に制定された。これ  

らの規格は当時の国際標準化機構（ISO）の規  

格に準拠して制定された。しかし、これらの  

製品にかかわるISO規格が1998～2000年に相  

次いで改正され、または新規に設定された。  

そこで、食品衛生法におけるこれらの規格の  

あり方について検討を行うために、まず、新  

しい3種塀のISO規格について検討することと  

した。  

B．研究方法   

現行の食品衛生法のガラス乳陶敵器製ま  

たはホウロウ引きの器具若しくは容器包装又  
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表1．食品衛生法におけるガラス、陶磁器またはホタロク引き製器具及び容器包装の規格  

区  分  鉛  カドミウム  

探さ 2．5cln以上  容最1．1L未満  

容盈1．1L以上   

深さ2．5cln未満又は液体を満たせないもの   

5ppm以下  0．5ppm以下  

2．5ppm以下  0．25ppJn以下   

17〃g／cm2以下   1．7〟g／cm2以下  

ルカリは水を用い、60℃30分間または95℃  

30分間で溶出試験を行った。   

その後、1976年に世界保健機関（WHO）でセ  

ラミック製食器の安全性に関する専門家会議  

が開かれ、それを受けてISOでは1981年にISO  

6486で陶磁器に関する規格を制定した。1982  

年にはガラス製容器についてもほぼ同じ内容  

の規格が制定され、ホクロウ引き製品につい  

ても同様の規格案が審議された。   

そこで、厚生省は国際規格の動向及び内容  

を踏まえて検討を行い、昭和61年（1986年）4  

月1日厚生省告示第84号によりISO規格と整合  

させた現行の規格基準に改正した。  

が定められている。   

深さ2．5cm以上の試料では4％酢酸を満た  

して試験を行い、それ以外の試料では4％酢  

酸に浸して、常温で24時間の溶出を行い、溶  

出液を灰化後、鉛及びカドミウムを原子吸光  

光度法により測定する。   

そのため、深さ2．5cm以上の試料では試験  

溶液あたりの濃度として、それ以外の試料で  

は試料表面租あたりの濃度として規格が設定  

されている。   

また、同じ材質の試料であっても、高さや  

半径が大きいほど溶出液に対する材質の影響  

は小さくなることから、1．1Lより大きい試  

料の方がそれ未満の容量の試料よりも低い規  

格値が定められている。  2．食品衛生法の現行の規格基準   

食品衛生法のガラス製、陶磁器製またはホ  

クロウ引き製器具若しくは容器包装又はこれ  

らの原材料製材質別規格は、食品、添加物等  

の規格基準（昭和37年厚生省告示370号）に  

収載されていぞ）。   

この規格では、これらの製品の区分、溶出  

試験法、並びに鉛及びカドミウムの溶出畳の  

規格値を定めている（表1）。   

規格値はガラス製、陶磁器製またはホウロ  

ク引き裂の3つの材質による区別はなく、形  

状により、深さ2．5cm以上で容量1．1L未満  

及び1．1L以上、探さ2．5cm未満または液体  

を満たせないものの3つに区分され、それぞ  

れについて鉛及びカドミウムの溶出量の規格  

3，ISO規格   

前述のように、1976年に世界保健機関（WH  

O）からセラミック製食器の規格について付託  

を受けたユSOでは、1981年にISO6486で陶磁  

器及びガラス製食器からの鉛及びカドミウム  

の溶出に関する規格を制定し、1982年にはIS  

O7086でガラス製中空容器についてもほぼ同  

じ内容の規格を制定した。また、1986年には  

ISO約91によりセラミック製調理器具の規格  

が制定された。   

その後、十数年を経て1998年にISO4531に  

おいて、ホウロウ引き製品からの鉛及びカド  

ミウムの溶出に関する規格が制定された。こ  
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の規格はホウロウ引き製品に対して新たに設  

定されたものであるが、これまでの規格と比  

較して鉛及びカドミウムの溶出限度値が低い  

借となっている。この規格に続いて、1999年   

にはISO6486が、2000年にはISO7086が改正   

され、いずれも鉛及びカドミウムの溶出限度  

値が引き下げられた。   

これらの溶出飯度値の引き下げは、W打0が●  

定める鉛の暫定耐容一週間摂取丑（PTWI）が、  

0．05mg／kg体重／week（1972年）から0．025れg／  

kg体重／week（1986年）に引き下げられたこと  

が一周と推定される。なお、カドミウムにつ  

いては0．0067－0，0083mg／kg体重／week（1972  

年）から0．007mg／kg体重／week（1988年）に変  

更されているが、引き下げられてはいない。   

ISOは、これらの製品における鉛及びカド  

ミウムの溶出限界値の疲定の意図は、暴露量  

の安全性の目安ではなく、関係業界における  

優良な製造工程に対応し、世界の主要市場に  

おける規制基準に整合させたものであり、か  

つ、これらの暴露丑を全般的に減らすことを  

目的としており、鉛及びカドミウムに対する  

各国のそれぞれに異なった規制が、国際貿易  

における非関税障壁となることを考慮したも  

のであるとしている。   

以下に1998～2000年に設定された新しい3  

つの規格について概要を述べる。いずれの規  

格もPartlでは試験法を、Part2で溶出限度  

値を記載している。  

用するタンク及び容器を含めたホウロウ器物   

に適周される。飲み口からの鉛及びカドミウ   

ムの溶出に対する許容限度値も規定している。   

セラミック、ガラス及びガラスセラミック製   

品には適■用しない。   

試験法は、ケイ酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に  

接触させ、22℃で24時間放直する。溶出液中  

の鉛及びカドミウムの含有量をフレーム原子  

吸光法で測定する。   

試料の採取にあたっては、多種類のものが  

混合し七いる場合には、容積あたりの表面積  

の比率が高いものを虜先し、食品との接触面  

に広く着色や絵柄が施されているものを特に  

優先する。いかなる場合においても、大きさ、  

形状、色、絵柄が同一の試料を用い、4検体  

未満であってはならない。   

試験換作は、試料の形状等により、液体を  

満たすことができる試料、満たすことができ  

ない試料、口綾部などについて詳細に規定し  

ている。また、鉛及びカドミウムの測定は原  
l 子吸光光度計を用い、試験溶液の濃度は10  
mg／Lより低くなるように希釈する。試験溶液  

中の鉛及びカ■ドミウム濃度は内挿法または検  

量線経で求める。さらにバリデ「ションの方  

法や試験報告者の記載事項についても示して  

いる。   

ホウロウ製品からの溶出畳の許容限度値は  

以下の通りである（表2）。   

非煮沸器物 浅型（25mm以下）・鉛0．8mg／  

dm2及びカドミウム0．07mg／dm2   

非煮沸器物 探型（25m以上、3L未満）  

鉛0．8mg／L及びカドミウム0．07mg／L   

煮沸器物洩型（25mm以下）鉛0．1mg／dm2  

及びカドミウム0．05】帽／dIb2   

煮沸器物 渾型（25mm以上、3L未満）鉛  

0．4mg／L及びカドミウム0．0ナmg／L   

タンク及び容器（3L以上）鉛0．1mg／血2  

及びカドミウム0．05mg／dm2  

4．ISO453Ⅰホウロケ引き製品  

（付属文書1に本規格の和訳を添付）  

ISO4531（1998）ホウロウ一食晶と接触す  

るホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶  

出は、専門委貞会ISO／TClO7金属質及びその  

他め無機コーティングの／ト委員会SC6ホウロ  

ウにより作成された。   

この規格は、食品の調理、供与、貯蔵に使  
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表2．ISO4531におけるホタロク引き製品の鉛及びカドミウム浮出限度値  

製品区分  鉛  カドミウム  

非煮沸浅型2．5cm未満  0．8mg／dm2（8JJg／亡m2）  

深型2．5cm以上3L以下 0．8mg／L（0．8ppm）  

煮沸 浅型2．5cm未満  0．1Ⅲg／dm2（1JJg／cm2）  

探型2．5cm以上3L以下 O，4mg／L （0．4ppm）  

タンク及び容器 3L以上  0．1mg／血2（1〃g／cm2）  

飲み口（外表面上端から2cm）  2．O mg／製品  

0．07】瑠／dm2  

0．07I瑠／L  

O．051昭／血2  

0．07mg／L  

O．05mg／血2  

0，20mg／製品  

（0．7〃g／cm2）  

（0．07p如）  

（0．5メJg／cmり  

（0．07ppm）  

（0．5〃g／cm2）  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの   

飲み口 鉛2．O mg／製品及びカドミウム  

0．20mg／製品   

試料からの鉛及びカドミウムの溶出茄が許  

容限度値を超えなければ規格に適合とする。  

ただし、限度値を超過するものがあっても超  

過が50％未満であり、しかも4個の平均値が  

限度値を超えなければ適合とみなす。  

試料の採取にあたっては、他種類のものが  

混合している場合には、表面積／容耕の比率  

が高いものを優先し、食品との接触面に広く  

着色や絵柄が施されているものを特に優先す  

る。いかなる場合においても、大きさ、形状、  

色、絵柄が同一の試料を用い、4検体未満で  

あってはならない。   

試験操作は、試料の形状等により、液休を  

満たすことができる試料、満たすことができ  

ない試料、口縁部などについて詳細に記赦さ  

れている。 また、鉛及びカドミウムの測定は  

原子吸光光度計を用い、試験溶液の濃度は10  

mg／Lより低くなるように希釈する。試験溶  

液中の鉛及びカドミウム濃度は内挿絵または  

検址緑陰で行う。さらにバリデーションの方  

法や試験報告書の記載事項についても示して  

いる。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶  

出限度値は以下の通りである（表3）。   

浅型容器（25ml刀以下）鉛0．8mg／dm2及び  

カドミウム0．07mg／dm2   

深型容器（1．1L未満）鉛  

2mg／L及びカドミウム0．5mg／L   

深型容器（1．1L以上）鉛1mg／L及びカド  

ミウム0，25mg／L   

深型貯蔵容器鉛0．5mg／L及びカドミウム  

0．25mg／L   

カップ及びマグ鉛0．5mg／L及びカドミウ  

ム0．25mg／L  

5．‡SO6486陶磁器製品、ガラスセラミッ  

ク製品及びガラス製食器（付属文書2に本  

規格の和訳を添付）  

ISO6486（1999）食品と接触する陶磁器製  

品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器  

一鉛及びカドミウムの溶出は、専門委員会IS  

O／TC166により作成されたものであり、198  

1年に作成された第1版を破棄して、新たに  

改訂された第2版である。．   

この規格は飲食物の調理、摂食、保存など  

のために使用される陶磁器製品、ガラスセラ  

ミック製品及びガラス製食器を対象としてお  

り、ホウロケ引き製品や食品の加工や販売で  

用いられるガラス製中空容器には適用されな  

い。   

試験法の概要は、ISO4531と同様に、ケイ  

酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に接触させ、22℃で  

24時間放置し、その溶出液中の鉛及びカドミ  

ウムの含有量をフレーム原子吸光陰で測定す  

る。  
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表3．ISO．6486における陶磁器製品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器の  

鉛及びカドミウム浮出限度値  

製品区分  判定法  鉛  カドミウム  

浅型容器2．5eIⅡ未満  

深型容器1．1L未満  

1．1L以上  

貯蔵容器3L以上  

カップ、マグ  

調理器具  

4検体の平均  

4検体全て  

4検体全て  

4検体全て  

4検休全て  

4検体全て  

（0．7I上g／cm2）  

（0．5ppm）  

L  

L  

L  

（0．05郎痛）  

0．8mg／dInヱ（8JJg／em2）  

2mg／L （2ppm）  

1n噌／L （1ppm）  

0．5mg／L（0．5ppm）  

0．、5喝／L（0．5ppm）  

0．5mg／L（0．5ppm）  

0．07mg／血2  

0．5mg／L  

O．25mg／  

O．251ag／  

O．25mg／  

O．051咽／L  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの   

混合している場合には、表面稗／容積の比率  

が高いものを優先し、食品との接触面の色彩  

がカラフルなものや装飾が豪華な試料は考慮  

する。大きさ、形状、色、装飾が同一の試料  

を用い、4検体未満にならないこと。非酸性  

の洗浄剤を含む40℃の溶液中で簡単に洗浄し、  

水道水、次に蒸留水または同等の水ですすい  

でから使用する。   

また、鉛及びカドミウムの測定は原子吸光  

光度計を用い、推奨測定範囲は鉛0．5－10町g  

／L、カドミウム0．05－0．5mg／し 試験溶液中  

の鉛及びカドミウム濃度は内挿法または検丑  

線法で行う。さらにバリデーションの方法や  

試験報告書の記載事項についても示している。  

これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度  

値は以下の通りである（表4）。   

小容器（600ml未満）鉛1．5mg／L及びカ  

ドミウム0．5mg／L   

大容器（600ml以上3L未満）鉛0．75mg／  

L及びカドミウム0．25mg／L   

貯蔵容韓（3L以上）鉛0．5mg／L及びカド  

ミウム0．25mg／L   

4偶の検体の測定値が全て溶出限度値以下  

であれば規格に適合とする。  

調理器具鉛0．5mg／L及びカドミウム0．05  

mg／L   

浅型容器（25mm以下）では4個の検体の平  

均値が溶出限度値以下であれば規格に適合と  

し、それ以外の試料では4個全てが溶出限度  

値以下の場合に適合とする。  

6．ISO7086ガラス製中空容器（付属文革  

3に本規格の和訳を添付）  

ISO7086（2000）食品と接触するガラス製  

中空容韓一鉛及びカドミウムの溶出は、専門  

委員会ISO／TC166■により作成されたもので  

あり、1981年に作成された第1版を破棄して、  

新たに改訂された第2版である。   

この規格は食品の準備、調理、配膳、貯蔵 

のために使用される深さ25mm以上のガラス  

製中空容器に適用される。しかし、ガラスセ  

ラミック製品、ガラス製食器、食品販売で用  

いられるガラス製容器には適用されない。   

試験法の概要は、ISO4531と同様に、ケイ  

酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に接触させ、22℃で  

24時間放置し、その溶出液中の鉛及びカドミ  

ウムの含有丑をフレーム原子吸光法で測定す  

る。   

試料の採取にあたっては、他種類のものが  

－6g－  

8   



表4．ISO7086におけるガラス製中空容器の鉛及びカドミウム韓出限度債  

製品区分  判定法  鉛  カドミウム  

容器 600ml未満 4検体全て  1，5皿g／L（1．5ppm）   0，5mg／L（0．5p叩）  

～3L未満 4検体全て   0．75TPg／L（0，75ppTQ）   o．25柑g／L（O．25ppm）  

3L以上   4検体全て   0．5mg／L（0．5ppm）   0．25mg／L（0．25ppm）  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの  

E．参考文献  

1〉 成田昌稔：食品衛生研究，36（7），7   

（1986）  

2）InternationalStandardISO4531，   

Vitreous and porc占1ain enamels－   

Release ofle8d and cadmium fr（〕m  

enamelled warein contact with food－   

（1998）  

3）InternationalStandardISO64B6，   

Ceramic ware，glass－Celamic ware and   

glass dinnerwarein cDntaCt With food   

－Release oflead and cadmium－（1999）  

4）InternationalStandardISO7086，   

G18SS hollowwarein contact with food   

，Release oflead and cadmium－（2000）  

D．結論   

ガラス製、陶磁器製またはホウロウ引き製  

器具若しくは容器包装に関わるISO規格は、  

この数年で規格が改正されたり新規に制定さ  

れ、その内容が大きく変更された。   

我が国の食品街生法のガラス製、陶磁器製  

またはホウロウ引き製器具若しくは容器包装  

の材質別規格は、改正前のISO規格をもとに  

設定されている。そこで、国際標準との整合  

化をはかるためには、現行の食品衛生法の規  

格にそれらを取り入れる必要がある。   

しかし、新しい3種類のISO規格は製品の  

区分方法、測定値の判定法、規格値の設定の  

仕方などに様々な相違がみられる。また、鉛  

及びカドミウムの溶出限度値についても、ホ  

ウロウ引き製品は極めて低い溶出限度値が設  

定されているが、陶磁器とガラス製晶は従前  

よりやや低い限度値であり、材質により大き  

な差がみられる。   

そのため、たとえこれらのISO規格をもと  

に規格を設定するとしても、詳細については  

十分に検討する必要があることが示された。   

今後、これらのISO規格の設定根拠につい  

て調査を行うとともに、我が国のガラス、陶  

磁器及びホウロウ引き製品の実態についても  

調査を行い、これらの製品の安全性を確保す  

るために最適な規格値と試験法のあり方につ  

いて、 さらに検討を進める必要がある。  

F．健康危険情報  

なし  

G．研究発表  

なし  

H．知的財産権の出願▲登録状況  

なし  

－70－   
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＜付属文書1＞  

ISO4531（1，粥）  

ホウロクー食品と接触するホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶出－  

Ⅵtreou5andporcelさinenamelさ－Releaseofleadandcadmiumn・¢menameled  

wareineonねCIwi抽hod－  

研究協力者：大野登美戒 社）日本鵡榔工業会  

アor帥′Ord一一前書き  

・国際標準機構（lSO）は各国規格機構（ISOメンバー）の世界的な連合体である。国際規格  

作成の業務は通常ISO技術委員会によって行われる。技術委員会が設立された主旨に関心  

を持つ各国メンバーは、その委員会に代表を送る権利を持つ。JSOに連携している国際機関  

もまた、政府組織や非政府組織かを問わず、その業務に参画している。ISOは電気技術の標  

準化に関する全ての業務に関し、国際電気標準会議（IEC）と緊密に共同作業をしている。   

国際標準規格は、ISO／lEC指針玖RT3の規定に基づいて立案される。   

国際標準規格ISO453Ⅰは技術委員会ISO／TCIO7（金属及びその他の無機コーティング）、  

小委員会S（二6（ホウロウ）により設立された。  

ISO4531は、ホウロウ一食品と接触するホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶出－  

という表題の下に、以下の牽から構成されている。   

－Pa止1（lSO453l－1）：試験法   

－Part2（lSO453ト2）：限度値  

！mtrodu亡tion十緒言   

ホウロウ引き製品からの鉛とカドミウムの溶出に対する問題については、食草の調理、  

配膳及び貯蔵に任用されるホウロウ引き製品の食品との接触面への不適当な配合、加工、  

ホウロウの焼成または装飾によって、引き起こされる可能性のある危害から人々を確実に  

保護する効果的な管理手段が必要である。   

注：食品接触面が極度に着色または装飾されているか、または表面積／容積比率が高い製  

品は他の製品よりも鉛及びカドミウムをより溶出しやすい。   

新二の考慮すべき問題として、ホウロウ引き裂晶の表面から溶出する有害物質に対する  

各国の異な1）た規制は、これら商品の国際貿易における非関税障壁となっている。従って、  

ホウロウ引き製品からの鉛及びカドミウムの溶出に対する国際的に承認された試験饉の確  

立が必要である。   

世界保健機構（WHO）によって召免された専門家が1967年6月にジュネープで会合し、  

陶磁器からの有書物質の溶出に関する試料採取法、試験棟作及びその限度倍の採択を要請  

－71－  
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した【戸l。更にl卯9年の11月にもWにより議会が召集されたrT】。  

ISO4531－1に規定されている試験法は、WHOの勧告を基にしている。なぜなら“セラミ  

ック’’という用語には陶磁器、ガラス、ホウロウ、ガラスセラミック器物が含まれるとい  

うのが、WHO会島の意向であったからである。試験法の記述の大部分は、陶磁器を除いく  

ケイ酸塩表面からの鉛とカドミウムの溶出量測定を取り扱うEN】3由一2に従っている。  

ISO453tに規定されている試験法で測定された鉛及びカドミウム最は、一定期間にわた  

って酸性の食品や飲料に溶出される畳より少なくなることはなく、むしろ大部分の場合ほ  

より多くなる。今後、WHOにより加熱試験を加えることが勧告された場合、ISO4531のこ  

の部分の改訂を考慮すべきである。  

Pa河1：Meth8dortest一試験法  

1．S亡Ope一道用範囲   

ISO453l－1では食品（飲料を含む）と接触して使用されるホウロウ引き製品からの鉛及   

びカドミウムの溶出についての擬似的な試験方法を規定している。   

ISO453ト1は食品の調理、配膳及び貯蔵に使用されるタンクや貯蔵容器のホウロウ引き   

製品にも適用される。   

ISO453ト1は飲み口部分からの鉛及びカドミウムの溶出生の湘軍のための試験法につ   
いても規定している。   

本規格は陶磁器、ガラス及びガラスセラミック器物には適用されない。  

2．NormatiYeRe飴rences一参照規格文書   

以下の規格文書は参照事項も含めて、ISO453l・lの構成要素となっている。日付の記載   

がある文書の参照について、その後に公布されたこれらの修正や改定は適用されない。た   

だし、ISO453ト1を規格とすることに合意した関係各者には下記の規格文書の最新版を利   

用することが可能かどうかについての調査を奨励する。日付の記載がない文曹の参照に串  

いては、その最終版を適用する。ISdとIECの会員は現在有効な国際規格を支持する。  

ISO385－2：Laboratoryg7assware－Burettes－Part2：Burettes触・Whichnowaltlngtimeis  

SpeCほed・  

fSO648：Laboratoryglassware－One－maTkpipettes・  

lSO1042：LaboTatOryglassware－One・markvolumetricnasks・  

ISO2723：VitreousandporcelainenameTsfbrsheetsteel－Productior10fspecimensfbrtesting・  

lSO2724：ⅥtTeOuSandporcelainerlameTsfbrcastiron－Productionofspecimensfbrtesting・  

lSO35写5：Borosilicakg】鮎S3．3－Propedie．s・  

lSO3696：Ⅵねterfor肌alytica11aboratoryuse・Specincationandtestmethods・  

一72－  
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ISO4531・2：ⅥtTeOuSandporce！ainename】s・Refeaseof）eadandcadmium丘om  

enarneIledwareincontactwithfbod－Part2：Permissiblelimits．  

ISO47写8：Laboratoryglassware・GraduatedmeasunngcyIinders・   

3．De伽it王0皿5一定義   

ISO453ト】では以下の定義が適用される。  

3．1Yitreoll占eIlamel（USA：pOre¢lah印ameり－ホウロウ  

無機化合物の溶融製錬またはフリット化による金属製素地への一層もしくは多層のガ   

ラス材質の融着または融着可能な材質（フリット参照）の融着により成形したもの。  

3．2emameIware－ホウロウ製品  

ホウロウで被覆された金属製晶。  

3．3fbodware一飲食器  

食品及び飲料の準備、調理、配膳及び貯蔵の使用を目的とする製品。タンクや貯蔵容器   

も含む。  

3．4伽tware一浅型容密  

液体を満たすことができない製品及び、液体を満たすことができる製品の場合でも内部   

探さ（最深点から容器のふちまでを垂直に測定した長さ）が25mm未満の製品。  

注＝ホウロウ引き器具、コンテナや給湯装置も浅型容器の試験対象に含まれる。  

3．5boItowware－深型容函  

液体を満たすことができ、内部深さが25mm以上の製品 ただし、充填容量が3Lを   

超えるものは、貯蔵容器とし除外するI（ポット、鍋、やかん等の台所用晶）。  

3．6cookiロgWare一調理器具   

食品及び飲料の調理（蒸す、ゆでる、蒸し煮、煮込む、焼く、または電子レンジなど）の   

際に加熱される食品用器具（例：キャセロール、パン焼き器、ロースター、コーヒーメー   

カー、シチュー鍋等）。  

3．75tOrカgeYe5Seいamk一貯蔵容器、タンク  

容盈が3L以上の容器。  

3．8drjn蜘grim－飲み口   

飲み口の最上端から容器の壁に沿って下向きに測定した20mm幅の外表面部分。  

5．9test501utiom一試験溶液  

ケイ酸塩表面から鉛とカドミウムの抽出に使用する溶液。  

3．10extractsolution一拍出校   

鉛及びカドミウムの測定に用いられる抽出操作を行った彼の4％Ⅳ／V）酢酸。  

3．11sampIemeasurimgsolution一試料測定溶液  

分析対象物の濃度を測定に使用する溶液、抽出液もしくは適宜希釈した抽出液。  

3．12細alyte・一分析対象物  

－73－  
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測定対象となる元素または成分。  

3．13stodくSOll】tion－標準原紋  

適当な組成の分析対象物を既知の高濃度で含む溶液。  

3．145ね止dardsolution一標準溶傾  

検量線帝液の調製に適した既知濃度の分析対象物を含む溶液。  

3．15setor¢aIibr鐘t王0皿S01u血由一検盈線容液一式  

分析対象物単独または・混合の異なる濃度の検量線溶液一式。「OJは原則的に分析対象物   

の濃度が0の溶液。  

3．1‘atomi…b50rptjonspe⊂trOmetⅣ－原子吸光光度法仏AS）  

蒸気層中の原子による特定の電磁放射の吸収測定に基づく化学元素測定法。  

3．170p伽umworkingr昭e－最適測定範囲   

溶液中の分析対象物の吸光度と濃度の関係が直線状になるか、または直線に十分近似し、   

予め規定した限界濃度での逸脱が測定に影響を及ぼさない濃度範囲。  

3．1gdire亡tme伽dordet8rmina伽m，an叫tieaト仙Ⅳetetbnique一直接測定法、検量線法   

分析関数式に得られた測定値を代入することで分析対象物の濃度を算出する方法。  

3．19analyti亡alnlmCtio叫Calibr如ion血1亡tio山一分析関数、検丑関数  

検丑線溶液一式から得られた特性値と濃度の債を関連付ける関数。  

注：この関数の図が‘‘検丘線”と呼ばれる。  

3．20b帽亡k血gtedl叫武一内挿法   

隣接する2つの濃度の検尿線溶液の測定値間で試料溶液の吸光度値または強度を測定   

する内挿法による算出方法。  

4．Prineiple一原理   

ホウロウ引きされた面を4％（VⅣ）酢酸に接触させ、220Cで24時間静置する。試料に   

鉛及びカドミウムが存在する場合、試料表面からそれらが溶出される。その溶出盈はフレ   

ーム原子吸光光度放で測定する。   

注：日常の試験では、本試験経と同等な他の分析陰を使用しても差し支えない。  

S．R亡agenfs－試薬   

測定には分析グレードの試薬を用いること。また、蒸留水もしくはISO3696の要求を   

満たすg陀de3相当に精製された水のみを用いること。   

5．2、5．4及び5．5においては、規定された量に対して試験溶澱と分析溶液を比例的に増   

量し調製しても奮し支えない。  

5．1A亡eti亡a亡id一酢酸   

米酢酸、密度ク＝】．05釘mL。  
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5．ヱT如止別丑山io刀一群験溶液（酢酸、4％（ⅤⅣ）溶液）  

目盛り付きメスシリンダー（6．7）を用いて、500mLの水に40土1mLの氷酢酸（5．1）を   

加えた後、更に水を追加し1Lにする。試験膵液は全ての試験が完了でき得る十分な容量   

を試験の前に新たに調製すること。  

5．3An叫t如l5Io止solufjons一分析用標準原液  

5．3．1釦“kIeads¢luti用（1gofleadperlitre）一鉛標準原液   

試験溶液（5．2）1Lあたり1000土トmgの鉛を含む分析用標準原液を調製する。  

溶液の濃度について同等の精度を有しているならば適切な市販の鉛溶液を代わりに使   

用してもよい。（1mLの鉛標準原液は1mgの鉛を含む）  

5．3．2Sto止eadl山山msolution（1gofcadl血mperlitre）－カドミウム梗準原液   

試験溶液（5．2）lLあたり】00牡1mgのカドミウムを含む分析用標準原液を調製する。  

膵液の温度について同等の精度を有しているならば適切な市販のカドミウム溶液を代   

わりに使用してもよい。（lmLのカドミウム控準原液はImgのカドミウムを含む）  

5．4AnaI〆i亡alstandArdsolution一分析用標準辞液  

5．4．1StandardleadsoltJti冊（0．1gofleadpcr机re）一鉛標準溶液  

ホールピペット（6．4）で鉛標準原液（5．3．1）10mLを100mL容メスフラスコ（6・3）に入   

れる。試験溶液（5．2）で100mLに定容し、十分混合する。この溶液は4週間ごとに再調製   

すること。（】mLの鉛標準溶液は0，1mgの鉛を含む）   

この標準溶液をビュレット（6．5）を用いて試験溶液（5．2）で希釈し、適宜検量線溶液を   

調製する。これらの溶液は適した状態で保存し、4週間ごとに再調製すること。また、鉛   

標準原液から直接、検量線溶職を調製しても差し支えない云その際、ホールピペットか精   

度の良いピストンピペットと500mL～2000mL容メスフラスコを用いること。  

5．4．2Standard亡やdmiumso加i亜（掴1gor印dmiumperlit代トカドミウム標準溶液   

ホールピペット（6．4）でカドミウム標準原液（5．3．2）1mLをホールピペットでiOOmL   

容メスフラスコ（6．3）に入れる。試験溶液（5．2）で100mLに定容し、十分に混合する。   

この溶液は、4週間ごとに再調製すること。（】mLのカドミウム標準溶液は0．Olmgのカ   

ドミウムを含む）   

この標準溶液をビュレット（6．5）を用いて試験溶液（5・2）で希釈し、適宜検量線溶液を   

用意する。1これらの溶液は適した状態で保存し、4週間ごとに再調製すること。また、カ  

ドミウム標準原液から直接、検昆線溶液を調製しても差し支えない。その際、ホールピペ   

ットか精度の良いピストンピペットと500mレ2000mL容メスフラスコを用いること。  

5．5Pa柑】隅nwax－パラフィン   

高溶融点のもの。   

注：ヨーロッパ薬局方で適したワックスが規定されている。  

5．‘Was仙g8gen卜洗浄剤   

市販されている非酸性の手洗い用食器洗浄剤を普通に希釈して使用する。  
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5．75iliぐ0皿eS扮b山一シリコーン密封剤   

チューブまたはディスペンサー入りで、シリコーン密封剤が約6mm幅の程度のひも状   

になるもの。  

‘Appar訂hほ一線器  

国願規格を満たす実験用ガラス器具や、】SO3585に規定されたホウケイ酸塩ガラス製の   

ガラス器具のみを用いること。  

6・1Flam七色tOmieab＄Orption叩e亡Immeler－フレーム原子吸光光度計  

鉛の検出限界は0・lmg几（4％酢酸ⅣⅣ）溶液）以下であること。また、カドミウムの   

検出限界は0・01mg／L伊％酢酸（V〝）溶液）以下であること。検出限界とは分析対象物の   

吸光度が使用機器のバックグランドノイズの標準偏差の3倍を示す濃度をいう。  

注：使用機器のバックグランドノイズは、はっきりと検出できる濃度以上の鉛またはカ   

ドミウムを含む溶液を測定したことによりブランク療液に近い濃度が検出されたためか、   

または適切なフレーム原子吸光分光計それ自体のプランタの吸収によるかのいずれかに   

由束するもの。  

6．2Ⅰ．inesoure鴇一線源  

鉛及びカドミウム用。  

‘．30ne－mユrI【YOlumetri亡幻a5b－メスフラスコ   

100mL及びIOOOmL容のもの。7SOlO42規定のclassB相当あるいはそれ以上のメスフ   

ラスコ。必要な場合はこれ以外の容色のものでもよい。  

丘40皿e－m汀kpip拍飴－ホールピペット   

iOmL及び100mL容のもの。ISO64g規定のd貼SB相当あるいはそれ以上のホールピ   

ペット。必要な場合はこれ以外の容最のものでもよい。  

‘．5Bはrelte－ビュレット   

25mL容のもの。0．05mL毎に目盛り付けされたISO385－2規定のc7assB相当あるいは   

以上のビュレット。  

‘．6CoYerS－カバー   

暗室が無い場合には不透明なプレート、時計皿、ベトリ皿等をカバーとして用いる。  

‘．7Graduatedmeasuri叩亡再inder一日盛り付きメスシリンダー   

50mL及び500mL容のもの。1SO4788の規定相乳必要な場合はこれ以外の容量のも   

のでもよい。  

古，さStr鴫htedge一直定規   

金属またはその他の材質の直状のもの。少なくとも一辺は明確で真っ直ぐな切片を有し、  

1mでImm以上のずれがないもの。切片に水準器を有するものでもよい。  

‘．ウDep血一g州geOrrule一深さゲージまたは定規  

ミリメートル刻みで真っ直ぐに接触させて使用する。  
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フSamp】es一読料   

試料は材質、形状、寸法、絵柄が同じ4つの製品を用意する。   

ホウロウ引きタンクや貯蔵容暑引こついては、試験検体はISO2723及び2724に従って準  

備する［これらの試験検体は浅型容器として試験すること。  

きPrepara山九ofsamples一試料の調製  

乱1Distin亡血8behveen鮎twareandhoIloww肝e一浅型容器と深型容器との区別   

同一製品群から試料を一つ選び、平滑な水平面上に静置する。製品のふちに直定規をあ   

てる。製品が注ぎ口を有する場合、注ぎ口の最低点から直定規を水平にあてる。製品内部   

の最深点から直定規までの間の長さを計測し、深さ月とするいかが25mmを超えないもの   

は、浅型容器とし、カが25mmを超えるものは深型容器とする。浅型容農と深型容器の境  

界にある場合は浅型容器に分類される。I  

g．2DeIermhationofre鮎rencestJr血ceareafbrfLalware一浅型容器の参照表面横の測定   

1mmマスの方服用糸鋸こ試料を逆さにして静置し、容器のふち周りの輪郭を用掛こ描く。   

輪郭で囲まれた部分の面積を計算し、参照表面積裁として記録する。このとき、平方デ   

シメートルの単位で、ノJ、数点以下2桁の位まで計算値を算出する。ふちが円形の容器の場  

合は、製品直径から参照表面積を算出する。液体を満たすことができない容器の場合は抽   

出される露出面の表面積のみを計測する（臥4aまたはg．4b）。   

注：この測定方法により製品の湾曲効果が補正される。  

臥3Cleaning¢ー仙esampIes一試料の洗浄   

試料の洗浄は！mL／Lの洗浄剤（5．6）を含む40土5●Cの水溶液中で簡単に行う。その後、 

試料を水道水で十分にすすぎ、その後蒸留水で洗浄し、水気を切る。試料を清深なろ紙で   

拭いて乾かす。汚れの残っている試料は試験に用いないこと。   

通常の使用で食品と按申することが想定されない試料の表面部分、（ただしフタの内面   

を除く（8．．4わと（乱4b）を参照）は試料を洗浄、乾燥後にこの部分を覆うこと。その際、試   

験溶液への鉛やカドミウムの溶出が検出されず、試験溶液（5．2）に耐えうる保護コーティ   

ング剤を用いること。   

洗浄及び調製を終えた試験表面は手を触れないこと。  

乱4Prepar且tioれOrartieleswh油eannotbe甜ed一液体を満たすことができない製品の調製   

9．2．2．1に規定するような、液体が流出するために6mmまで硬体を満たせない場合は、   

液体を満たすことができない製品とする。  

a）参照表面積（8．2）を除く全ての製品表面を融解′くラフイン（5．5）で覆い、9．2．2．2a）の   

規定に従い試験を行う。もしくは、  

b）ホタロウ掛け面の周囲全体を6mm幅のひも状のシリコーン密封剤（5・7）で覆うこと。   

密封箇所に異常が無いことを確認し、ホウロウ掛け面の周囲全体にしっかりと密着させ   

る。密封剤の厚みが約4mmであることを確認し、適当塵の試験溶液（5．2）が加えられ  
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